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研究課題名「免疫抑制・化学療法における B 型肝炎ウイルス再活性化に関する

研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2023年 1月 1日から 2028年 12月 31日までの間に、名古屋大学

医学部附属病院において、がんや自己免疫疾患などに対して免疫抑制薬または化学療

法薬（HBV再活性化のリスクがある薬剤）の投与を受けた患者さんです。未成年の患

者さんや、研究開始時点ですでにお亡くなりになっている患者さんも、診療情報が記

録として残っている場合には本研究の対象となります。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 免疫抑制薬や抗がん剤などの治療を行うと、過去に感染したことのある B

型肝炎ウイルスが再び活動を始め、肝炎を起こすことがあります。日本肝臓学会で

は、このような B型肝炎ウイルスの再活性化を防ぐため、治療前や治療中に適切な血

液検査を行うことを推奨しています。 

本研究では、名古屋大学医学部附属病院において、これらの検査（HBVスクリーニン

グやモニタリング）が実際の診療の中でどの程度行われているかを調べ、今後のより

安全な医療体制の構築につなげることを目的としています。 

 

研究方法： 新たな検査や治療を行うことはありません。通常の診療で記録されている

電子カルテの情報を用いて、血液検査の実施状況や治療内容を後ろ向きに解析しま

す。 

 

研究期間： 実施承認日 ～ 2030年 12月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究では、通常診療の中で取得された以下の情報を使用します。 

・年齢、性別  

・診療科、病名  

・使用された免疫抑制薬や抗がん剤の種類や使用期間  

・B型肝炎に関する血液検査の結果（HBs抗原、HBs抗体、HBc抗体、HBV DNA 

など）  

・一般的な血液検査の結果等 



 

 

 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  連絡先： 

  機関名 名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科 

担当者 名古屋大学医学部附属病院 消化器内科 病院講師 石津洋二 

住所 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

直通電話番号 052-744-2169 

 

研究責任者：名古屋大学医学部附属病院 消化器内科 病院講師 石津洋二  



 

 

 

 


